
　
大
阪
府
に
あ
る
高
槻
中
学
校
・
高
校
は
、

私
立
の
中
高
一
貫
の
男
子
校
だ
。
例
年
、
京

都
大
学
、大
阪
大
学
と
い
っ
た
難
関
国
公
立

大
学
や
、
医
学
部
医
学
科
な
ど
に
多
数
の

合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
同
校

が
、岩
井
一は

じ
め

校
長
の
就
任
を
機
に
学
校
改
革

に
着
手
し
た
の
は
、
２
０
１
２
年
度
の
こ

と
。
ま
ず
、
岩
井
校
長
の
考
え
で
、
新
た
な

ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
公
募
さ
れ
た
。

　「
教
育
目
標
は
不
変
で
は
な
く
、
社
会
構

造
の
変
化
に
対
応
し
て
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
校
は
、
国
家
社
会

を
担
う
人
材
育
成
を
目
標
に
創
立
し
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｔ
化
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
予
測
さ
れ
る
社
会
で
活
躍

す
る
人
材
を
育
む
た
め
に
は
、
今
ど
の
よ

う
な
教
育
を
行
え
ば
よ
い
の
か
を
改
め
て

考
え
、
本
校
の
教
育
活
動
を
進
化
さ
せ
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
応
募
さ
れ
た
６
〜
７
案
に
つ
い
て
、
校

長
、
副
校
長
、
教
頭
ら
の
管
理
職
で
議
論

し
、
新
た
な
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

「D
eveloping Future Leaders W

ith A
 

Global M
indset

」
に
制
定
（
図
１
）。
小

学
生
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
和
訳
を
つ

け
て
、
学
校
内
外
に
発
信
し
た
。

　
そ
の
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
て
最
初
に
動
き
出
し
た
の
は
、
英
語

教
育
改
革
だ
。
ベ
ル
リ
ッ
ツ
と
連
携
し
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
に
よ
る
中
学
校
１
〜
３

年
生
の
「
英
会
話
」
の
授
業
を
、
そ
れ
ま

で
の
週
１
回
か
ら
週
３
回
に
増
や
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
育
成
を
強
化
し
た
。

さ
ら
に
、
英
語
教
育
顧
問
と
し
て
東
京
学

芸
大
学
の
金か

な

谷た
に

憲け
ん

名
誉
教
授
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、

指
導
を
受
け
た
。

　
次
に
行
っ
た
の
が
、「
探
求
型
学
習
」
の

導
入
だ
。
工
藤
剛つ

よ
し

副
校
長
は
、
12
年
８
月

に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
６
校
を
視
察
し
、
大

学
が
求
め
る
学
生
像
や
、
入
学
し
た
学
生

が
身
に
つ
け
て
い
る
力
な
ど
を
調
査
し
て
、

自
校
で
も
、
生
徒
が
自
ら
課
題
を
設
定
し

ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

制
定
し
、改
革
を
ス
タ
ー
ト

実
践
事
例
●

大
阪
府
・
私
立
高た

か

槻つ

き

中
学
校
・
高
校

共
学
化
を
機
に
基
本
理
念
を
策
定
し
、

教
育
活
動
を
改
善
し
続
け
る

高
槻
中
学
校
・
高
校
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
学
校
改
革
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
、
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
制
定
し
、

そ
の
具
現
化
を
目
指
し
て
３
コ
ー
ス
制
を
導
入
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
改
訂
し
、
教
育
の
充
実
化
を
図
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
、
14
年
度
に
17
年
度
か
ら
の
共
学
化
が
決
定
。
５
か
月
間
の
議
論
を
経
て
、
15
年
度
、
同
校
の
基
本
理
念
を
策
定
し
、

全
校
で
共
有
。
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
新
た
な
教
育
活
動
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

2

Developing Future Leaders With A Global Mindset

＊学校資料を基に編集部で作成

図１ 「School Mission」と３つのコースの特徴

●School Mission
Developing Future Leaders With A Global Mindset
卓越した語学力と国際的な視野を持って、世界を舞台に活躍できる「次世代のリー
ダー」を養成することを、本校の使命とします。

●３つのコースの特徴
GL（グローバルリーダー）コース：英語運用能力を備え、グローバルマイン
ドセットを持つ次世代リーダーを育成する
GS（グローバルサイエンス）コース：先端学力知とグローバルマインドセッ
トを備えた生命科学系リーダーを育成する
GA（グローバルアドバンスト）コース：グローバルヘルス向上の視点を持っ
て、国際的な諸課題に創造的に挑戦する次世代リーダーを育成する
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特
集
　
　
全
教
師
で
踏
み
出
す
﹁
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
実
現
の
第
一
歩

て
、
探
究
し
、
結
論
を
導
い
て
、
発
表
す
る

力
を
育
て
る
べ
き
だ
と
痛
感
し
た
と
話
す
。

　「
世
界
で
活
躍
す
る
力
を
生
徒
に
育
も
う

と
考
え
た
時
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
教
育
に

あ
っ
て
日
本
の
高
校
教
育
に
な
い
も
の
が
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
行
っ
て
い
る
よ
う
な
体
験
的
学

習
や
課
題
研
究
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　
大
学
進
学
に
向
け
た
学
力
の
担
保
も
考

慮
し
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
中
心

に
行
う「
探
求
型
学
習
」の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
構
築
。14
年
度
、Ｇ
Ｌ（
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
）、Ｇ
Ｓ（
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
）、

Ｇ
Ａ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ド
バ
ン
ス
ト
）の
３

コ
ー
ス
制
を
導
入
し
た（
図
１
）。コ
ー
ス
に

分
か
れ
る
の
は
中
学
校
３
年
次
で
あ
る
た

め
、よ
り
早
い
段
階
か
ら
目
的
意
識
を
持
っ

て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
や
明
確
な
進
路

意
識
が
必
要
と
な
る
。そ
れ
ら
に
対
応
で
き

る
中
学
校
１
・
２
年
次
で
の
指
導
を
考
え
、

６
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
た
。

　
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
は
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）、
Ｇ
Ａ
コ
ー
ス

は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の
指
定
も
視
野
に
入
れ
て
い
た

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る
教
科
の
担
当

者
が
メ
ン
バ
ー
と
な
る
委
員
会
を
結
成
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
た
。

　「
改
革
に
は
ス
ピ
ー
ド
が
重
要
で
す
。
教

師
全
員
で
す
べ
て
の
こ
と
を
議
論
し
て
い

た
ら
、な
か
な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
。教
師

の
能
力
や
得
意
分
野
に
は
違
い
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
関
係
教
科
や
そ
の
分
野
を
得
意

と
す
る
教
師
で
課
題
ご
と
に
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
そ
こ
で
の
決
定
事
項
は
学
校
全
体

で
守
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
岩
井
校
長
）

　
そ
の
よ
う
に
し
て
改
革
を
進
め
る
中
、

創
立
時
か
ら
関
係
の
深
い
大
阪
医
科
大
学

と
14
年
度
に
法
人
合
併
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
を
機
に
同
校
の
共
学
化
が
浮
上
し
た
。

同
大
学
の
医
学
部
医
学
科
の
３
割
が
女
子

学
生
で
あ
り
、
女
子
学
生
の
多
い
看
護
学

科
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
大
学
と
大
阪
薬

科
大
学
の
法
人
統
合
も
協
議
さ
れ
て
い
た
。

　「
女
子
学
生
の
比
率
の
高
い
大
学
と
合
併

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
校
が
男
子
校
の
ま

ま
で
は
大
学
と
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

か
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
い
ず
れ
共
学
化
す
る
の
で
は
な
く
、

今
、
共
学
化
し
、
学
校
改
革
を
一
気
に
進

め
た
方
が
よ
い
と
決
断
し
ま
し
た
。
本
校

の
中
学
校
入
試
の
受
験
者
数
は
、
入
学
定

員
の
数
倍
は
あ
り
、
地
域
か
ら
の
評
価
も

得
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
攻
め
の

姿
勢
で
よ
り
よ
い
学
校
へ
と
変
え
る
べ
き

だ
と
考
え
た
の
で
す
」（
岩
井
校
長
）

　
14
年
11
月
に
正
式
に
共
学
化
が
発
表
さ

れ
、
12
月
に
は
「
共
学
化
特
命
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
が
結
成
さ
れ
た
。
校
長
が

選
定
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
副
校
長
、
教
頭
、

各
校
務
分
掌
の
部
長
、
共
学
校
の
勤
務
経

験
の
あ
る
女
性
教
師
ら
11
人
だ
。
15
年
１

月
の
最
初
の
会
合
で
、
岩
井
校
長
は
「
今

ま
で
の
実
績
も
あ
る
が
、
そ
の
伝
統
を
引

き
継
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、『
最
優
の
進
学
校
』

を
目
指
し
て
、
学
校
を
一
か
ら
設
計
し
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

の
前
田
秀
樹
教
頭
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「『
最
優
の
進
学
校
』
を
目
指
し
て
何
を

す
べ
き
か
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
教

育
目
標
を
具
体
的
に
定
義
し
て
い
こ
う
と

メ
ン
バ
ー
で
意
見
が
ま
と
ま
り
、
そ
の
検

討
に
多
く
の
時
間
を
か
け
ま
し
た
」

　
メ
ン
バ
ー
は
役
職
も
担
当
教
科
も
教
職

経
験
も
様
々
で
あ
り
、
意
見
も
多
様
だ
っ

た
。
そ
こ
で
、
前
田
教
頭
は
会
議
の
テ
ー

大
阪
府
・
私
立
高
槻
中
学
校
・
高
校

◎
私
立
の
中
高
一
貫
の
男
子
校
。
２
０
１
４
年
度
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

指
定
校
、
15
年
度
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
指
定
校
、16
年
度
、

Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
と
な
る
。
17
年
度
に
共
学
化
予
定
。

◎
設
立
　
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
２
６
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
︵
現
浪
計
︶

国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸

大
な
ど
に
１
５
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
４
５
６
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.takatsuki.ed.jp

高
槻
中
学
校
・
高
校
副
校
長

工
藤
　剛
　く
ど
う
・
つ
よ
し

教
職
歴
27
年
。同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。

「
生
徒
の
た
め
に
、
常
に
無
二
の
教
育
機

会
の
提
供
を
志
す
」

高
槻
中
学
校
・
高
校
教
頭

前
田
秀
樹
　ま
え
だ
・
ひ
で
き

教
職
歴
21
年
。同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。

「
楽
し
い
学
び
、
学
校
生
活
を
通
し
て
、

本
校
に
し
か
な
い
価
値
を
創
造
し
た
い
」

高
槻
中
学
校
・
高
校
校
長

岩
井
　一
　い
わ
い
・
は
じ
め

教
職
歴
42
年
。同
校
に
赴
任
し
て
42
年
目
。

「
学
校
を
変
え
れ
ば
生
徒
は
変
わ
る
。
最

優
の
進
学
校
を
目
指
し
、
現
在
進
行
形
」

高
槻
中
学
校
・
高
校
教
頭

池
田
祥
行
　い
け
だ
・
よ
し
ゆ
き

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。

「
他
者
と
か
か
わ
り
な
が
ら
自
分
を
高
め
、

社
会
に
貢
献
す
る
素
地
を
生
徒
に
育
む
」

役
職
、
教
科
、
教
職
歴
の
異
な
る

メ
ン
バ
ー
で
、目
指
す
学
校
像
を
検
討
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10
回
の
会
議
を
経
て
、
15
年
５
月
、「
目

指
す
学
校
像
」「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
、
デ
ィ

プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
」「
次
代
を
担
う
人
物

に
求
め
ら
れ
る
『
10
の
資
質
』」「
次
代
を

担
う
人
物
に
求
め
ら
れ
る
資
質
を
育
成
す

る
た
め
の
環
境
」
が
示
さ
れ
た
基
本
理
念

が
策
定
さ
れ
た
（
図
２
）。
　

　
教
育
活
動
の
構
築
時
に
は
、
ス
ク
ー
ル

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
基
本
理
念
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
検
討
す
る
。
例
え
ば
、
共
学
化
で
新

し
く
な
る
制
服
も
、
そ
れ
ら
を
基
に
「
ヤ

ン
グ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」「
品
」
な

ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
決
め
て
検
討
し
た
。

　
す
べ
て
の
教
育
活
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
基
本
理
念

は
、
常
に
意
識
で
き
る
よ
う
、
職
員
会
議
な

ど
で
頻
繁
に
提
示
す
る
。そ
し
て
最
も
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
教

師
一
人
ひ
と
り
が
真
に
理
解
す
る
こ
と
だ
。

　「
Ｇ
Ａ
コ
ー
ス
の
高
校
１
年
生
と
２
年

生
で
行
う
海
外
研
修
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
委
員
会

と
学
年
団
が
協
働
で
運
営
し
ま
す
。
計
画

か
ら
か
か
わ
っ
て
き
た
先
生
方
は
、
研
修

先
で
生
き
生
き
と
発
表
す
る
生
徒
の
姿
を

見
て
、
取
り
組
み
の
意
義
を
真
に
実
感
し

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
体
験
を
教
師
一
人
ひ

と
り
が
し
て
い
く
こ
と
で
、
学
校
全
体
の

ベ
ク
ト
ル
が
そ
ろ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」（
工
藤
副
校
長
）

　
生
徒
の
成
長
す
る
姿
に
や
り
が
い
を
感

じ
ら
れ
れ
ば
、
教
師
の
多
忙
感
の
解
消
に

も
つ
な
が
る
。
生
徒
の
成
長
を
見
え
る
化

し
て
、
教
師
に
実
感
し
て
も
ら
う
工
夫
も

必
要
だ
と
、
工
藤
副
校
長
は
言
う
。

　
基
本
理
念
が
策
定
さ
れ
る
と
、
次
の
段

階
と
し
て
授
業
改
革
を
本
格
化
さ
せ
た
。

担
当
教
科
内
で
の
研
究
授
業
を
年
2
回
実

施
し
、
学
び
合
い
週
間
で
は
他
教
科
の
授

業
見
学
を
奨
励
す
る
な
ど
、
他
者
の
授
業

を
見
る
様
々
な
場
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
Ａ
Ｌ
）

推
進
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
京
都
大
学
の

松
下
佳
代
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
招
き
、

通
年
で
研
修
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
内
容
は

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
通
信
」

に
ま
と
め
、
全
教
師
に
配
布
し
て
共
有
す

る
。
こ
れ
ま
で
は
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
前

田
教
頭
が
通
信
を
書
い
て
い
た
が
、
今
後

は
参
加
者
の
持
ち
回
り
に
す
る
予
定
だ
。

　「
通
信
の
執
筆
を
通
し
て
研
修
を
振
り

返
る
こ
と
で
、
研
修
を
よ
り
深
く
理
解
で

き
、
自
身
の
実
践
に
も
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｌ
が
校
内

に
よ
り
浸
透
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
」（
前
田
教
頭
）

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
も
本
格
的
に
始
め
た
。
既

に
電
子
黒
板
は
全
教
室
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、
教
師
も
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
16
年
度
、

中
学
校
１
年
生
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
持
た
せ
、
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
教
育
ツ
ー

ル
を
あ
ら
ゆ
る
授
業
で
活
用
し
て
い
る
。

池
田
祥よ

し

行ゆ
き

教
頭
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

マ
を
事
前
に
伝
え
て
意
見
を
出
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
た
結
果
か
ら
導
い

た
方
向
性
を
会
議
で
議
論
す
る
と
い
う
手

法
を
採
っ
た
。
ま
た
、
大
学
と
同
様
に
３

つ
の
ポ
リ
シ
ー（
＊
）を
定
め
る
こ
と
と
し
、

生
徒
に
育
み
た
い
力
を
「
次
代
を
担
う
人

物
に
求
め
ら
れ
る
『
10
の
資
質
』」
と
ま
と

め
る
な
ど
、
教
育
目
標
の
具
体
的
な
示
し

方
を
様
々
な
観
点
で
検
討
し
た
。

　「
会
議
の
内
容
は
職
員
会
議
で
報
告
し
、

そ
こ
で
出
て
き
た
意
見
に
つ
い
て
も
チ
ー

ム
で
検
討
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
独
断
で

は
な
く
、
全
校
の
理
解
を
得
な
が
ら
形
に

し
て
い
っ
た
の
で
す
」（
前
田
教
頭
）

＊　アドミッション・カリキュラム・ディプロマの３つのポリシーのこと。アドミッション・ポリシーは入学者受け入れの方針、カリキュラム・ポリシーは教育課程編成・実
施の方針、ディプロマ・ポリシーは卒業認定・学位授与の方針のこと。教育機関の特色を示すものとして、2017年４月から、大学には策定・公表が義務化される。

理
念
の
具
現
化
を
目
指
し
、
Ａ
Ｌ

の
推
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
本
格
化

図２ 「高槻中学校・高校　基本理念」

＊学校資料をそのまま掲載

生
徒
の
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
で

理
念
を
真
に
理
解
で
き
る
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特
集

　
　全
教
師
で
踏
み
出
す
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
実
現
の
第
一
歩

　「
一
斉
授
業
、協
働
学
習
、個
別
学
習
と
、

ど
の
学
習
形
態
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る

の
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
す
。
今
後
は
、

教
師
と
生
徒
が
と
も
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
す
た
め
に
も
、
生
徒
の
活
動
を
記

録
す
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ら
ば
生
徒
が

身
近
に
置
い
て
、
す
ぐ
に
自
分
の
活
動
や

気
づ
き
を
記
録
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
教
師
の
多
忙
化
を
軽
減
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
役
割
は
大
き
い
と
、池
田

教
頭
は
言
う
。例
え
ば
、宿
題
の
配
布
と
提

出
は
ク
ラ
ウ
ド
を
経
由
し
て
行
え
ば
、
手

間
や
時
間
が
か
か
ら
な
い
上
に
、提
出
物
の

確
認
が
場
所
や
時
間
を
選
ば
ず
に
で
き
る
。

ま
た
、
会
議
資
料
は
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
入
れ

て
お
き
、
閲
覧
済
み
を
前
提
に
会
議
を
進

め
、
会
議
の
時
間
短
縮
を
図
っ
て
い
る
。

　「
教
師
各
自
が
作
成
し
た
指
導
案
や
教
材

も
、
サ
ー
バ
ー
で
蓄
積
し
て
、
学
校
全
体

で
共
有
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
教
師
の
指

導
法
や
、
前
年
度
の
指
導
内
容
が
分
か
る

の
で
、
各
自
の
指
導
改
善
に
生
か
せ
ま
す
。

今
後
は
、
そ
れ
ら
を
体
系
化
す
る
こ
と
で
、

授
業
の
標
準
化
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
池
田
教
頭
）

　
授
業
改
革
で
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
の
１
つ

は
、
最
先
端
の
研
究
・
事
業
を
行
う
大
学

や
企
業
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
だ
。

　「
一
流
に
触
れ
る
こ
と
自
体
が
学
び
に
な

る
上
に
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
課
題
を
や

り
遂
げ
た
経
験
は
、
生
徒
を
大
き
く
成
長

さ
せ
ま
す
。
そ
れ
は
教
師
も
同
じ
こ
と
で
、

最
先
端
の
研
究
を
し
て
い
る
研
究
者
か
ら

学
び
、
議
論
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
の
意

識
は
変
わ
り
、
教
師
間
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ

て
い
き
ま
し
た
」（
工
藤
副
校
長
）

　「
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
や
教
育
再

生
実
行
会
議
の
提
言
を
読
み
、
本
校
の
学

校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く

り
の
方
向
性
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
確
信

し
て
い
た
」
と
岩
井
校
長
が
語
る
よ
う
に
、

同
校
が
進
め
る
学
校
改
革
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
が
十
分
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
毎
年
、
生
徒
・
保
護

者
・
教
師
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
学
校
評
価

も
行
っ
て
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
実
に
回
し
て
い
る
。

　
改
革
前
と
は
学
校
文
化
が
大
き
く
変

わ
っ
た
と
、
池
田
教
頭
は
実
感
し
て
い
る
。

　「
学
校
が
決
め
た
こ
と
だ
か
ら
行
う
の

で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
て
行
う
と
い
う

意
識
を
先
生
方
が
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
新
し
い
取
り
組
み
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
進
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
現
在
は
、
岐
阜
大
学
の
田
村
知
子
准
教

授
の
指
導
を
受
け
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
び
、

授
業
改
革
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
一
連
の
改
革
に
よ
り
、生
徒
の
意
識
も
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。以
前
は
、進
路
講
演
会
の

質
疑
応
答
の
時
間
に
な
る
と
、会
場
が
静
ま

り
返
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
生
徒

か
ら
多
数
の
質
問
が
あ
り
、
外
国
人
の
講

演
者
に
は
何
と
か
英
語
で
質
問
し
よ
う
と

し
て
い
る
。さ
ら
に
、
海
外
研
修
の
振
り
返

り
で
は
、生
徒
自
ら「
僕
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ク
ー
ル

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
生
徒
に
も
浸
透
し
て
い
る

こ
と
を
、同
校
は
実
感
し
て
い
る
。

　「
学
校
説
明
会
で
は
毎
回
、
数
十
人
の

生
徒
が
、
会
場
の
案
内
、
学
校
説
明
、
保

護
者
と
の
質
疑
応
答
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
担
当
し
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
た
保
護

者
か
ら
、『
自
分
の
子
ど
も
も
あ
の
よ
う

な
生
徒
に
な
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
声
を

聞
き
ま
す
」（
池
田
教
頭
）

　
今
後
の
課
題
の
１
つ
は
進
路
指
導
体
制

の
改
善
だ
と
、
工
藤
副
校
長
は
言
う
。

　「
あ
る
生
徒
が
『
親
を
説
得
し
て
、
ア
メ

リ
カ
の
大
学
に
行
く
』
と
言
っ
た
と
い
う

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
改
革
の
成
果
が
表

れ
て
い
る
と
喜
ば
し
く
思
う
半
面
、
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
掲
げ
て
い
る
の

な
ら
ば
、
海
外
の
大
学
へ
の
進
学
支
援
を

す
る
た
め
の
体
制
を
早
急
に
整
え
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
」

　
岩
井
校
長
は
、
今
後
の
展
望
と
し
て
、

教
育
活
動
に
真
摯
に
向
き
合
う
か
ら
こ
そ
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
る
。

　「
改
革
を
進
め
て
い
く
と
、
成
果
と
同
時

に
新
た
な
課
題
も
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の

課
題
に
取
り
組
む
と
、
ま
た
次
の
成
果
と

課
題
が
出
て
く
る
。
そ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ

て
、
学
校
全
体
が
理
想
と
す
る
目
標
に
近

づ
い
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

よ
り
よ
い
形
を
追
い
求
め
る
と
い
う
積
極

的
な
姿
勢
で
、
こ
れ
か
ら
も
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

よ
り
よ
い
教
育
を
求
め
て

〝
カ
リ
・
マ
ネ
〞を
し
続
け
る
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